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本書は脳外科の Kautzky(ハンブルグ大)と神経内科の Zulch(ケルン大)が 
1955年に出張した「神経学・神経外科学的放射線診断と頭蓋内疾患の診断のため
のその越の方法j と題する書物を，文字通P大改訂大増補して第2版としたもの
である。改訂にあたって神経放射線学のエキスパートである Wende(マインツ
大)Tanzer (ハンブノレグ大)の二氏を加え， 表題も上記のごとく「神経病理学的 g 
基盤に立った神経放射線学」と改められている。
本書はA-Iの9章より成っている。 Aは脳圧学 Hirndrucklehreで，脳内圧と
頭蓋内陸における組織の変位， たとえば脳ヘルニア，水頭症などについて，その
或医と過程がわかりやすく述べられている(真 20，函 16)0 Bは昆所持経病理学 
Speziel1e Neuropathologieで，脳腫蕩，脳萎縮，脳外傷，脳動脈癌などの女子発部
位，発生頻震，彊蕩の種類などにつき， 多数の図を用いて説明している。たとえ
ば犀18は7頁にわた予，癌および脊髄の領々のケースを 78例も記載している(頁 
24，題 9)。 
Cは騒血管造影玄室aniale Angiographieで本書の約40誌を占めている。歴史，
手技，正常ならびに病的血管写像，持殊な血菅造影検査法などに分けて記載。正
常血管写像では内頚動脈の血管写の動脈相，毛細管相および静賑相，外頚動ID去の車
管写，種骨動脈の血管写の動脈棺および静脈相など，病的車管写では診断，外復，
脳内血管疾患など，特殊血管造影法では摂動蔀，践寵静脈，静訴j間，頚静脈の血管
写などをとり上げ，良い紙質に鮮明な造影像をふんだんに載せ， さらにこれに対
応する見取図によって， 正常， 病的状態がともに理解しやすいように記慮されて
いる(頁129，図125)。 
Dは気描写 Pneumoencephalographieで， C~こつぐ多数頁を当ててお予， c 
同様の罵到さで歴史，手技，副作用， 正常および病的気膳写像，適応と禁志など
についてまとめられ，ここでも写真および図解が見事である(頁91，函73)0 Eは
硬膜下造影 Subdrographieであるが，今日まれでまちるとしてわずか工頁をさい
ているにすぎない。 
Fは脊髄造影 Myelographieで，造影斉!として非水器性，水溶性，空気が用い
られているいきさつや手技， 適志について述べ，玉常像につづき髄内， 髄外硬膜
下，硬膜外，血管腫，軟摸ゆ着，外蕩後の変色，脊髄萎縮，欠損壊などにつき実
写街をもとに解説されている(頁27，国25)0 Gは Spinale Angiographie脊髄車
管造影でこれが頚部，腕護部に分かれて行なわれるようになったのは，ここ 10年
程のことなので，真数や写真は少ないが一読の価笹がある(頁5，図 2)。豆は椎
間板造影 Diskographie Iは骨静脈造影 Ossovenographieで，ともに本書とし
ては附加的なものであるくH:頁 2，函 1，I:頁2)。
本書に引男された文献辻350を越え，内容もいかにもドイツ書らしし綿密で手
• 
ごたえがある。 ドイツ語を苦手とする人でも， 写真と説明図からかな予の知識を
得ることができょう。本書は頭蓋内および脊髄内の神経放射隷学的の診断の詳細
を理解し，病理的形慈学と X親像との関係をより密接に把握するため， とくに脳
外科，神経内科，精神医学の面で高い評揮を得るものと思われる。
〈萩原禰田部〉
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